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Meier method・log-rank testで行った。多変量解析はstepwise Cox proportional hazards modelを使用して、
独立した予後因子を特定した。平均年齢は69歳(28-90歳)、TNM-StageはそれぞれⅠ:184人・Ⅱ:66人・Ⅲ:64・Ⅳ
:20人、平均観察期間は2027日(72-5430日)であった。331人中66人(19%)でCD98発現が陽性と認められた。CD98発
現は病期ステージ、T因子、N因子、リンパ管侵襲、静脈侵襲と著明な関連性を認めた。また、印環細胞癌では全
く発現を認めなかった。単変量解析においてCD98発現はOS、PFS共に増悪因子として関連性を認めた。その他の
因子として、OSでは年齢、病期ステージ、T因子、N因子、リンパ管侵襲、静脈侵襲、PFSでは病期ステージ、T因
子、N因子、リンパ管侵襲、静脈侵襲が増悪因子として関連性を認めた。多変量解析においては、OSでは年齢、
病期ステージ、T因子、PFSでは病期ステージ、T因子、静脈侵襲が独立した予後不良因子である事が確認された。
Kaplan-Meier曲線において、CD98発現群はOS・PFSともに予後不良因子と認められた(OS:p=0.016,PFS:p=0.019)。
組織別で比較するとCD98発現の有無は高分化型腺癌もしくは中分化型腺癌でOSに有意差を認め(p=0.029)、低分
化型腺癌では有意差を認めなかった(p=0.127)。多変量解析において、CD98発現が独立した予後不良因子である
事は確認できず、さらなる検討が必要であるが、CD98発現は腫瘍の増殖や転移に重要な役割を果たしており、新
たな治療標的分子となる可能性が示唆された。 
 
 
 
 
